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家
畜
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
は
、
事
業
年
度
ご
と
に
、
特
定
組
合
等
の
支
払
う
べ
き
共
済
金
の
額

（
特
定
組
合
等
が
保
険
関
係
の
成
立
ま
で
に
指
定
す
る
疾
病
傷
害
共
済
の
共
済
関
係
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
特

定
組
合
等
の
支
払
う
べ
き
共
済
金
の
額
の
う
ち
、
共
済
事
故
に
よ
る
損
害
に
応
じ
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
）
の
総
額
が
家
畜
通
常
責
任
共
済
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
る
部
分
の

金
額
の
百
分
の
九
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

（
果
樹
共
済
に
係
る
保
険
金
額
等
）

第
三
十
九
条

果
樹
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
額
は
、
果
樹
保
険
区
分
ご
と
に
、
果
樹
異
常
責
任
共
済
金

額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

２

果
樹
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
料
は
、
果
樹
保
険
区
分
ご
と
に
、
果
樹
異
常
責
任
共
済
掛
金
の
百
分
の

九
十
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

３

果
樹
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
は
、
果
樹
保
険
区
分
ご
と
に
、
特
定
組
合
等
の
支
払
う
べ
き
共
済
金

の
総
額
が
果
樹
通
常
責
任
共
済
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す

る
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
共
済
事
故
の
発
生
態
様
を
勘
案
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
果
樹
保
険
区
分
に
あ
っ

て
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。

（
畑
作
物
共
済
に
係
る
保
険
金
額
等
）

第
四
十
条

畑
作
物
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
額
は
、
畑
作
物
保
険
区
分
ご
と
に
、
共
済
金
額
の
総
額
か

ら
畑
作
物
通
常
責
任
共
済
金
額
（
当
該
総
額
の
う
ち
、
第
三
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
畑
作
物
通
常
標
準
被
害
率

を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）を

差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
千
分
の
八
百
五
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

２

畑
作
物
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
料
は
、
畑
作
物
保
険
区
分
ご
と
に
、
共
済
掛
金
の
総
額
の
う
ち
畑
作

物
異
常
各
年
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
の
千
分
の
八
百
五

十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

３

畑
作
物
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
は
、
畑
作
物
保
険
区
分
ご
と
に
、
特
定
組
合
等
の
支
払
う
べ
き
共

済
金
の
総
額
が
畑
作
物
通
常
責
任
共
済
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
の
千
分
の
八
百
五

十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
共
済
事
故
の
発
生
態
様
を
勘
案
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
畑
作
物

保
険
区
分
に
あ
っ
て
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
を
限
度
と
す
る
。

（
園
芸
施
設
共
済
に
係
る
保
険
金
額
等
）

第
四
十
一
条

園
芸
施
設
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
額
は
、
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
関

係
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
第
一
号
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
第
二
号
に

掲
げ
る
金
額
の
千
分
の
八
百
五
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

共
済
金
額
か
ら
園
芸
施
設
基
準
共
済
金
額
を
差
し
引
い
て
得
た
金
額

二

事
業
年
度
ご
と
に
、
園
芸
施
設
基
準
共
済
金
額
の
総
額
か
ら
園
芸
施
設
通
常
責
任
共
済
金
額
（
当
該
総
額
の
う

ち
、
第
三
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
園
芸
施
設
通
常
標
準
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
を
い
う
。
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
差
し
引
い
て
得
た
金
額

第
六
章

損
害
評
価
会
等

第
一
節

損
害
評
価
会

（
委
員
の
任
期
）

第
四
十
四
条

損
害
評
価
会
の
委
員
の
任
期
は
、
三
年
以
内
に
お
い
て
事
業
規
程
等
で
定
め
る
期
間
と
し
、
再
任
を
妨

げ
な
い
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

任
期
満
了
に
よ
っ
て
退
任
し
た
委
員
は
、
後
任
の
委
員
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
な
お
そ
の
職
務
を
行
う
。

（
会
長
）

第
四
十
五
条

損
害
評
価
会
に
会
長
を
置
く
。

２

会
長
は
、
委
員
の
う
ち
か
ら
互
選
す
る
。

３

会
長
は
、
会
務
を
総
理
す
る
。

４

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

（
部
会
）

第
四
十
六
条

損
害
評
価
会
に
、
事
業
規
程
等
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

部
会
に
属
す
べ
き
委
員
は
、
会
長
が
指
名
す
る
。

３

部
会
に
部
会
長
を
置
く
。
部
会
長
は
、
部
会
に
属
す
る
委
員
の
う
ち
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

４

部
会
長
は
、
部
会
の
事
務
を
掌
理
す
る
。

５

損
害
評
価
会
は
、
事
業
規
程
等
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
部
会
の
決
議
を
も
っ
て
損
害
評
価
会
の
決
議
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

６

前
条
第
四
項
の
規
定
は
、
部
会
長
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

園
芸
施
設
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
料
は
、
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
第
一
号
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額

の
千
分
の
八
百
五
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

共
済
掛
金
の
額
の
う
ち
、
園
芸
施
設
異
常
各
年
被
害
率
甲
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額

二

事
業
年
度
ご
と
に
、
共
済
掛
金
の
総
額
の
う
ち
、
園
芸
施
設
異
常
各
年
被
害
率
乙
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額

３

園
芸
施
設
共
済
に
係
る
法
第
二
百
二
条
の
保
険
金
は
、
第
三
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
第
一
号
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
関
係
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
第
二
号
に
掲
げ
る
金
額

の
千
分
の
八
百
五
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

一

特
定
組
合
等
の
支
払
う
べ
き
共
済
金
の
額
が
園
芸
施
設
基
準
共
済
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
る

部
分
の
金
額

二

事
業
年
度
ご
と
に
、
特
定
組
合
等
の
支
払
う
べ
き
共
済
金
の
額
（
園
芸
施
設
基
準
共
済
金
額
を
超
え
る
も
の
の

そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。）の
総
額
が
園
芸
施
設
通
常
責
任
共
済
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
超

え
る
部
分
の
金
額

第
三
節

農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
に
係
る
再
保
険
事
業

（
再
保
険
関
係
の
成
立
）

第
四
十
二
条

法
第
二
百
五
条
の
再
保
険
関
係
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
再
保

険
期
間
」
と
い
う
。）ご
と
に
、
保
険
期
間
の
開
始
す
る
日
が
同
一
の
再
保
険
期
間
に
属
す
る
農
業
経
営
収
入
保
険
の

保
険
関
係
に
係
る
保
険
責
任
を
一
体
と
し
て
こ
れ
に
つ
き
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
保
険
金
額
等
）

第
四
十
三
条

法
第
二
百
六
条
の
再
保
険
金
額
は
、
再
保
険
期
間
ご
と
に
、
保
険
金
額
の
総
額
か
ら
通
常
責
任
保
険
金

額
（
当
該
総
額
の
う
ち
、
通
常
標
準
被
害
率
を
基
礎
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る

金
額
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
差
し
引
い
て
得
た
金
額
の
百
分
の
九
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

２

法
第
二
百
六
条
の
再
保
険
料
は
、
再
保
険
期
間
ご
と
に
、
保
険
料
の
総
額
の
う
ち
異
常
各
年
被
害
率
（
全
国
連
合

会
の
支
払
う
べ
き
保
険
金
の
総
額
に
係
る
過
去
一
定
年
間
に
お
け
る
各
年
の
被
害
率
（
第
四
項
に
お
い
て
「
各
年
被

害
率
」
と
い
う
。）の
う
ち
通
常
標
準
被
害
率
を
超
え
る
も
の
の
そ
の
超
え
る
部
分
の
率
を
い
う
。）を
基
礎
と
し
て
農

林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
金
額
の
百
分
の
九
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

３

法
第
二
百
六
条
の
再
保
険
金
は
、
再
保
険
期
間
ご
と
に
、
全
国
連
合
会
の
支
払
う
べ
き
保
険
金
の
総
額
が
通
常
責

任
保
険
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
の
百
分
の
九
十
五
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
「
通
常
標
準
被
害
率
」
と
は
、
各
年
被
害
率
の
標
準
的
な
水
準
を
勘
案
し
て
、
農
林
水
産

大
臣
が
定
め
る
率
を
い
う
。
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